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開発中のブレンド茶は2種類。「体をあたためるブレンド」「食事に合うブレンド」ともに黒豆をベースに、それぞれに「薬草
の里」丹波市山南町の名産品である当帰や延命草などの薬草を加えて作っています。

茴う
い

香き
ょ
う

欧
名
「
フ
ェ
ン
ネ
ル
」。
食
欲
を

促
進
す
る
ス
パ
イ
シ
ー
な
香
り
は

カ
レ
ー
に
も
よ
く
使
わ
れ
ま
す
。

ど
く
だ
み

民
間
生
薬
の
代
表
格
。
漢
方
で
は

「
十
薬
」
と
呼
ば
れ
毒
素
排
出
な

ど
様
々
な
効
果
で
知
ら
れ
ま
す
。

玄
米

ミ
ネ
ラ
ル
豊
富
で
、
薬
膳
で
使
わ

れ
る
こ
と
も
多
い
健
康
食
品
。
焙

煎
で
独
特
の
香
ば
し
い
香
り
に
。

ほ
う
じ
茶

ダ
イ
エ
ッ
ト
効
果
で
話
題
の
「
カ

テ
キ
ン
」
が
豊
富
。
ア
ル
カ
リ
性

で
、
冷
え
性
の
方
に
も
お
す
す
め
。

丹波の黒豆に、さらに名産の漢方薬草を加えました！

黒
豆

古
く
か
ら
健
康
に
良
い
食
材
と
し
て
伝
え
ら
れ
、
明
の
李

時
珍
に
よ
る
生
薬
の
書
『
本
草
綱
目
』
に
も
多
く
の
記
述

が
。
と
く
に
種
皮
に
有
効
成
分
が
多
い
こ
と
で
有
名
で
す
。

体があったまるよ
！

当と
う

帰き

の
葉

中
医
学
で
使
う
根
は
血
液
補
充
や

血
行
促
進
効
果
が
あ
る
と
い
わ
れ

ま
す
。
山
南
を
代
表
す
る
薬
草
。

丁ち
ょ
う

字じ

「
ク
ロ
ー
ブ
」
の
名
前
で
も
知
ら

れ
る
ス
パ
イ
ス
。
南
国
を
主
産
地

と
し
、
健
胃
薬
に
も
使
わ
れ
ま
す
。

延え
ん

命め
い

草そ
う

弘
法
大
師
が
腹
痛
で
瀕
死
の
行
者

に
与
え
、
命
を
救
っ
た
と
伝
え
ら

れ
る
草
。
山
南
を
代
表
す
る
薬
草
。

鳩は
と

麦む
ぎ

健
胃
、
解
熱
、
利
尿
効
果
で
知
ら

れ
、
日
本
で
は
江
戸
時
代
か
ら
薬

用
と
し
て
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。

桂け
い

皮ひ

「
シ
ナ
モ
ン
」
の
名
前
で
お
馴
染

み
の
ス
パ
イ
ス
。
発
汗
作
用
が
あ

り
、
葛
根
湯
に
も
使
わ
れ
ま
す
。

脂
肪
燃
焼
、
胃
腸
を
整
え
る
効
果

が
あ
る
と
、
中
国
で
は
食
事
中
に

飲
ま
れ
る
こ
と
も
多
い
お
茶
。


